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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月5日(2009.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話番号をＤＴＭＦ信号で送出するか又はダイヤルパルスで送出するかを切り替え可能
であり、
　特定の電話番号を回線へ送出する際には、装置がダイヤルパルスで送出するように設定
されていても、前記特定の電話番号をＤＴＭＦ信号で回線へ送出することを特徴とする電
話装置。
【請求項２】
　電話番号をＤＴＭＦ信号で送出するか又はダイヤルパルスで送出するかを切り替え可能
であり、
　特定の領域に格納されている電話番号を回線へ送出する際には、装置がダイヤルパルス
で送出するように設定されていても、前記特定の電話番号をＤＴＭＦ信号で回線へ送出す
ることを特徴とする電話装置。
【請求項３】
　電話番号をＤＴＭＦ信号で送出するか又はダイヤルパルスで送出するかを切り替え可能
であり、
　電話番号と、当該電話番号をＤＴＭＦ信号で送出するように指示する情報とを格納可能
な格納手段を有し、
　前記格納手段に格納されている、ＤＴＭＦ信号で送出するように指示する情報が格納さ
れた電話番号を回線へ送出する際には、装置がダイヤルパルスで送出するように設定され
ていても、前記電話番号をＤＴＭＦ信号で回線へ送出することを特徴とする電話装置。
【請求項４】
　請求項１～３に記載の電話装置であり、
　更にマイクとスピーカを有し、
　前記電話番号を回線へ送出後又は、前記電話番号を回線へ送出し続いて回線が接続され
た後には、前記マイクからの音声を前記スピーカから送出することを禁止することを特徴
とする電話装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明はこのような課題を解決する為のものであり、請求項１に記載の電話装置は、電
話番号をＤＴＭＦ信号で送出するか又はダイヤルパルスで送出するかを切り替え可能であ
り、特定の電話番号を回線へ送出する際には、装置がダイヤルパルスで送出するように設
定されていても、前記特定の電話番号をＤＴＭＦ信号で回線へ送出することを特徴とする
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、請求項２に記載の電話装置は、電話番号をＤＴＭＦ信号で送出するか又はダイヤ
ルパルスで送出するかを切り替え可能であり、特定の領域に格納されている電話番号を回
線へ送出する際には、装置がダイヤルパルスで送出するように設定されていても、前記特
定の電話番号をＤＴＭＦ信号で回線へ送出することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、請求項３に記載の電話装置は、電話番号をＤＴＭＦ信号で送出するか又はダイヤ
ルパルスで送出するかを切り替え可能であり、電話番号と、当該電話番号をＤＴＭＦ信号
で送出するように指示する情報とを格納可能な格納手段を有し、
前記格納手段に格納されている、ＤＴＭＦ信号で送出するように指示する情報が格納され
た電話番号を回線へ送出する際には、装置がダイヤルパルスで送出するように設定されて
いても、前記電話番号をＤＴＭＦ信号で回線へ送出することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、請求項４に記載の電話装置は、請求項１～３に記載の電話装置であり、更にマイ
クとスピーカを有し、前記電話番号を回線へ送出後又は、前記電話番号を回線へ送出し続
いて回線が接続された後には、前記マイクからの音声を前記スピーカから送出することを
禁止することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項１に記載の電話装置によると、発呼を行う際に、装置がダイヤルパルスで電話番
号を回線へ送出するように設定されている状態でも、特定の電話番号はＤＴＭＦ信号で回
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線へ送出されるため、ユーザが一々ダイヤルパルスかＤＴＭＦの切り替え操作を行う必要
がない。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項２に記載の電話装置によると、発呼を行う際に、装置がダイヤルパルスで電話番
号を回線へ送出するように設定されている状態でも、特定の領域に格納されている電話番
号はＤＴＭＦ信号で回線へ送出されるため、ユーザが一々ダイヤルパルスかＤＴＭＦの切
り替え操作を行う必要がない。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項３に記載の電話装置によると、発呼を行う際に、装置がダイヤルパルスで電話番
号を回線へ送出するように設定されている状態でも、ＤＴＭＦ信号で送出するように指示
する情報が格納されている電話番号はＤＴＭＦ信号で回線へ送出されるため、ユーザが一
々ダイヤルパルスかＤＴＭＦの切り替え操作を行う必要がない。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項４に記載の電話装置によると、特定の電話番号や特定の領域に格納されている電
話番号等を回線へ送出した後や、電話番号を回線へ送出し回線が接続されると、例えばハ
ンドセットのマイクから入力された音声をスピーカから送出できないようにするため、回
線からの音声ガイダンスをユーザが容易に聞き取ることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

